
様々な木管アンサンブルの作品をMusic from PaToNaのお客様にはお聴きいただいていますが、
今回は「木管五重奏」の様々な作品をお届けします。実は、木管五重奏は、音楽史上でも比較
的歴史が浅い編成。楽器の進化・発展とともに音域・音量・音色と多彩になっていく時代に、
５つの楽器が台頭に活躍する作品が次々と生まれました。
今回は、その「木管五重奏」の中から、とりわけユニークな作品を集めました。
ベリオが書いた愉快な作品に谷川俊太郎氏が、どこかにいるような動物たちを描いた日本語訳
詩を付けた「Opus Number ZOO 作品番号獣番」では、奏者が楽器から口を放して、なんと！
本番をお楽しみに。発音体の違う管楽器5人の名手が対等に吹くことで生み出されるアンサンブ
ル。タイプの違う木管五重奏曲をアラカルトのようにそろえました。

2024年7月5日（金）19：00開演

vol.40

うまれる

クルークハルト 木管五重奏 Op.79
ミヨー ルネ王の暖炉
バーバー Summer Music
ベリオ Opus Number “ZOO”（谷川俊太郎詩：作品番号獣番）
ヒンデミット 小室内音楽

宮嵜 英美（フルート）
西沢 澄博（オーボエ）
鈴木 雄大（クラリネット）
西口 真央（ファゴット）
嵯峨 郁恵（ホルン）


